
 

 

 

～ すべての子どものために、支援の中心として ～ 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

教育センター通信 

令和７年７月１１日 

Ｎｏ．２ 

中野区立教育センター 

所長 井元 章二 

「サンマ」を考えた過ごし方を         

所長 井元 章二 

 
きり遊ぶという体験がなくなってきている状況

にあります。何をするにも 大人の許可を得て

遊んだり、ルールを守らないと注意されたりと

大人の監視下で生活することになってしまって

います。 

 

まもなく、学校は夏休みに入ります。 

「サンマ」を考慮して、普段ではできない過ご

し方を各家庭で取り組ませてみてはいかがでし

ょうか。子どもが主体的に活動し成功や失敗を

経験することが成長の糧になると思います。 

 
  ご利用ください「教育支援室」 

 教育支援室には、「フリーステップルーム（FSR）」と 

「なかのフレンドルーム(NFR)」が設置されています。                    

FSRは、学校に行きづらいお子さんや行けないという 

状況のお子さんが、自分のペースで学習したり、自分の 

興味や関心事に取り組んだり、安心して過ごせるような 

居場所になっています。NFRは、外国人のお子さんが 

学習に困った時に支援する場となっています。 

子どもの生活から「サンマ」がなくなった

と言われます。ご存じの方もいらっしゃると

思いますが、これは「三間」と書いて「時

間」「空間」「仲間」のことを言います。

「三間」は、子どもの成長にとって必要な要

素とされるものです。 

子どもたちは、テレビや動画を見たり、ゲ

ームをしたりするなど、室内で過ごす時間が

増え外遊びの時間が減ってきています。 

都市化や道路網の進展は、子どもたちの活

動場所であった空き地や生活道路を奪ってき

ています。公園や学校開放等が整備されてい

るとはいえ様々な制約があり、自由に伸び伸

び遊べる場(空間)が少なくなっています。 

また、少子化によりスポーツや外遊びをす

る子どもたちも減少しています。学習塾や習

い事に通うことが多く、時間が合わずに遊ぶ

仲間が作りにくい状況があります。 

社会の変化から、今の子どもたちは異年齢

の子どもたちで群れをつくり、ルールを考え

たり助け合ったりして子どもたちだけで思い 

〒164-0011中野区中央 1-41-2 
中野区みらいステップなかの 
中野区教育センター３階 教育支援室 
電話 03-5937-3044 

★東京メトロ丸の内線・都営大江戸線 
「中野坂上駅」A1出口徒歩 2分 

★京王バス「渋64」・都営バス「王78
他」中野坂上バス停下車徒歩 2 

〇中部分室と南部分室があります。 

【教育支援室】 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

              「子どもが学校に行きたくないと言うが･･･」「学校以外で学

習できる場所がないか･･･」など、どこに相談すればよいかわ

からないときにお電話ください。内容を伺い適切な相談場所

をご案内します。 

電  話：０３－５９３７－３１４６ 

受付時間:平日１０時～１６時  

 

学校に行きづらい子のための相談窓口 

 

 


